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そこで本研究では，まず，日米為替市場における UIP パズルについて，先行研究 Verdelhan[2010]
と同様な手法により検証を行った．その次に，日米の投資家に関するパラメータ制約を置かず，
より現実に近い状況で UIP パズルの原因を検証し，パラメータに関する制約がある場合とない場
合でどのような違いがあるか分析を行った． 
分析結果から，UIP パズルの原因は為替レートリスクプレミアムが生じているためであること
が分かった．更に，パラメータに関する制約を置かず，現実に即した状況で検証を行った結果，
実際の市場における UIP パズルの原因には，合理的な期待に関する仮定よりも為替レートリスク
プレミアムの方が大きく影響するという知見が得られた． 
 
